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第１章 プランの基本的な考え方 

１ 策定の趣旨 

（１）経緯 

わが国の人口は、2005 年に戦後初めて減少に転じた後、いったん増加したものの、2010 

年以降は再び減少傾向が続いており、少子高齢化も進んでいます。 

こうした背景から、定住人口の減少による経済活動の縮小が予想されており、観光需 

要の取り込みによる地域活性化、雇用機会の増大が見込まれる「観光」は成長戦略の柱、 

地方創生への切り札としての役割を期待され、特にその重点施策として訪日外国人旅行 

（以下、「インバウンド」という。）が着目されています。 

 

将来人口推計予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、「千葉市新基本計画（2012～2021 年度）」を策定し、「わたしから！未来へ 

つなぐ まちづくり」を基本理念として「ひとが集い働く、魅力と活力のあふれるまち 

へ」を目指して、観光の振興と魅力の創出・発信のための各種施策を実施しています。 

また、人口減少の克服と地域の活性化に取り組み、千葉市独自の「まち・ひと・しご 

と創生（地方創生）」を実現するため、2016 年 3 月に「千葉市まち・ひと・しごと創生 

人口ビジョン・総合戦略」を策定し、本市の置かれた状況や将来展望を積極的に発信し 

ています。 
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本市は、日本の空の玄関口である成田空港と首都東京の中間に位置するという地理的 

 優位性を有しているほか、日本最大級のコンベンション施設である幕張メッセを擁し、 

 東京湾に面した日本一の長さを誇る人工海浜や緑豊かな丘陵などの自然にも恵まれてい 

 ます。更に、2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、国を挙げて外 

 国人旅行者を呼び込む施策が進められています。 

そこで、本市における観光の意義を認識し、本市の持つ可能性や地域資源、特性を最 

大限に活かしつつ、都市としての総合力を発揮することでインバウンドの誘致強化を計 

画的・効果的に実現していくため、「千葉市インバウンド集客プロモーションプラン」（以 

下、「本プラン」という。）を策定するものです。 

 

 

（２）インバウンドの重要性 

2016 年の訪日外国人旅行消費額は３兆 7,476 億円で電子部品の輸出額を超える水準と 

なっており、外貨を稼ぐために重要な輸出産業といえます。 

 

 

訪日外国人旅行消費額の製品別輸出額との比較                       

 

出典：観光庁報告「観光の現状等について」 
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その経済効果は大きく、例えば本市の人口はピーク時の 2020 年と比べ、2050 年には 

約 10 万人減少する見込ですが、定住人口 10 万人の年間消費額を補うには、外国人旅行 

者であれば 80 万人集客すれば良いことになります。 

これを国内旅行者で補うためには、宿泊 250 万人、日帰り 800 万人の集客となり、今 

後の人口減少社会において、これだけの国内旅行者数を増やすことは困難であると推測 

されます。そのため、インバウンドは、人口減少による経済規模縮小に対する効率の良 

い特効薬として期待されています。 

 

2017 年観光交流人口増大の経済効果                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：観光庁報告「観光の現状等について」 

 

千葉市総人口の将来の見通し 
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（３）「2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた千葉市行動計画」 

本市では、「東京オリンピック・パラリンピックプロジェクト推進本部」を設置し、 

「2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けた千葉市行動計画【2019 

年度版】」を策定しています。 

 

「インバウンド集客の推進」に関しては、次のように位置付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）位置づけと計画期間 

  「千葉市新基本計画」の実現に向け策定した、本市の経済部門の計画である「千葉市 

経済成長アクションプラン」で定めた経済政策「海辺・里山の観光資源や本市の立地特 

性を活かしたＭＩＣＥ誘致・観光プロモーションの強化によるグローバルな観光需要の 

取込み」を実現するために、（３）の「2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向け 

た千葉市行動計画」との整合性を取りながら実施します。 

なお、本プランの計画期間は、2019～2020 年度の２年間とします。 

また、社会経済情勢の変動や国の動き等に応じた変化に適切に対応するために、進捗 

状況を随時検証するとともに、必要に応じて見直しを行うこととします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた千葉市行動計画【2019年度版】」 

方向性４ 千葉市の魅力を高め、集客・宿泊を最大化する 

 ４－１ 集客効果の高い観光資源、ルートの開発 

 インバウンド集客の推進 

 本市観光資源を活かした新たな集客策の構築 

 来訪者に向けた市産品の開発、プロモーション 

４－２ 国内外に向けたより効果的な広報宣伝・情報発信策の開発・実践 

 海外プロモーションの強化 

 ＭＩＣＥ関係者へのＰＲ 

 ＳＮＳ、ウェブサイトを活用したＰＲ 

 Wi-Fi環境の利用促進による訪日外国人の利便性の向上 
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第２章 インバウンドの現状 

１ 国の動向 

国では、「明日の日本を支える観光ビジョン」（2016 年３月 観光庁）を策定し、訪日外 

国人旅行者数を 2020 年に 4,000 万人、2030 年に 6,000 万人を目標に掲げています。 

このような中、2018 年の訪日外国人旅行者数は史上初めて 3,000 万人を突破しました。 

戦略的な訪日ビザの緩和や免税制度の拡充、格安航空会社（LCC）の増便による航空ネ 

ットワークの拡大などを背景に右肩上がりで伸び、初めて 1,000 万人を超えた 2013 年か 

ら５年間で、ほぼ３倍に増加しています。 

 

 

日本の明日を支える観光ビジョン（観光庁 2016 年 3 月 30 日策定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年別訪日外国人旅行者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：日本政府観光局「年別訪日外国人旅行者数の推移」 
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都道府県名 訪問率 都道府県名 訪問率 都道府県名 訪問率 都道府県名 訪問率 都道府県名 訪問率

全体 東京都 46.2 大阪府 38.7 千葉県 36.0 京都府 25.9 福岡県 9.8

中国 東京都 57.3 大阪府 54.7 千葉県 37.8 京都府 35.0 愛知県 18.5

台湾 東京都 32.6 大阪府 30.7 千葉県 29.8 京都府 19.0 北海道 11.0

韓国 大阪府 33.8 福岡県 23.5 東京都 21.4 京都府 17.1 千葉県 14.0

香港 大阪府 33.2 東京都 32.7 千葉県 27.3 京都府 17.7 沖縄県 12.9

タイ 東京都 44.8 千葉県 50.4 大阪府 30.2 京都府 16.9 北海道 12.0

シンガポール 東京都 68.2 千葉県 48.5 大阪府 30.9 京都府 23.3 神奈川県 11.8

マレーシア 大阪府 48.9 千葉県 44.2 東京都 39.9 京都府 32.3 北海道 24.9

インドネシア 東京都 80.8 千葉県 46.3 大阪府 44.6 京都府 34.3 神奈川県 10.7

フィリピン 東京都 55.5 千葉県 47.2 大阪府 37.2 京都府 18.7 愛知県 9.3

ベトナム 東京都 65.2 千葉県 51.7 大阪府 37.8 京都府 21.9 愛知県 18.0

インド 千葉県 85.4 東京都 60.3 大阪府 27.3 神奈川県 20.3 京都府 13.8

英国 東京都 94.5 千葉県 61.5 京都府 32.3 神奈川県 21.8 大阪府 18.4

ドイツ 東京都 82.0 千葉県 43.5 大阪府 31.9 京都府 30.7 神奈川県 15.1

フランス 東京都 86.7 京都府 52.3 千葉県 51.5 大阪府 40.0 神奈川県 18.8

イタリア 千葉県 82.7 東京都 82.5 京都府 54.8 大阪府 43.6 広島県 15.9

スペイン 東京都 86.1 千葉県 82.0 京都府 68.6 大阪府 53.8 広島県 26.0

ロシア 千葉県 88.5 東京都 68.6 京都府 19.6 大阪府 16.3 神奈川県 13.6

米国 東京都 76.6 千葉県 70.9 京都府 31.4 大阪府 26.1 神奈川県 17.2

カナダ 東京都 81.1 千葉県 62.6 京都府 36.6 大阪府 33.9 神奈川県 14.0

オーストラリア 東京都 85.9 千葉県 68.2 大阪府 43.0 京都府 42.8 広島県 17.4

その他 千葉県 80.5 東京都 76.2 京都府 42.3 大阪府 37.2 神奈川県 15.3

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

２ 千葉県の動向 

（１）外国人旅行者の訪問率 

千葉県は日本の空の玄関口である成田空港を擁しており、2017 年における訪日外国人 

旅行者の各都道府県への訪問率を見ると、千葉県は東京・大阪に次ぐ第３位（36.0%）、 

かつ全ての国・地域でも５位以内となっており、他都道府県と比べても外国人旅行者の 

訪問率は高いです。 

訪日外国人の都道府県別訪問率ランキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：観光庁「2017 年訪日外国人消費動向調査」 

 

（２）外国人延べ宿泊者数 

2017 年の千葉県の外国人延べ宿泊者数は 3,527,050 人泊で、東京都・大阪府・北海道・ 

京都府・沖縄県に次ぐ第６位となっています。 

 

都道府県別外国人延べ宿泊者数 上位 10 都道府県 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」 
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（単位：千人泊）

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

構成比
2013年比
増減（倍）

1,434 1,805 2,781 2,941 3,363 100.0% 2.3

千葉地域 135 214 571 589 582 17.3% 4.3

東葛飾地域 96 174 322 282 541 16.1% 5.6

印旛地域 1,176 1,371 1,810 1,980 2,168 64.5% 1.8

香取地域 0 0 0 4 1 0.0% -

海匝地域 1 2 4 6 6 0.2% 6.0

山武地域 0 0 0 1 0 0.0% -

長生地域 0 2 5 7 2 0.1% -

夷隅地域 1 1 2 2 2 0.1% 2.0

安房地域 3 3 7 9 8 0.2% 2.7

君津地域 22 38 60 61 53 1.6% 2.4

※千葉地域：千葉市、習志野市、市原市、八千代市

千葉県

国・地域別構成においては、全国と比べてみると中国・東南アジア・北米は全国を上 

回っています。 

 

国及び千葉県の延べ宿泊者数の国籍・地域割合 

 

国                   千葉県 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：観光庁「2017 年宿泊旅行統計調査」 

 

 

また、県内地域別の訪日外国人延べ宿泊者の直近５年間の構成比をみると、成田空港を

擁する「印旛地域」、東京ディズニーリゾート®を擁し都心に近い「東葛飾地域」、そして幕

張新都心を擁する「千葉地域」の３地域で全体の 97.9%を占めています。 

 

県内地域別の外国人宿泊客数推移   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：千葉県観光入込調査 

 

千葉県は、「観光立県千葉」の実現に向け、「第３次観光立県ちば推進基本計画」（2019 

～2023 年度）を策定し、計画の最終年（2023 年度）には、年間県内観光客数２億人、 

年間宿泊客数 2,100 万人とする目標を掲げています。特に、外国人宿泊客数は延べ 500 

万人と５年間で 36%増となる目標を設定し、海外向けの情報発信等を強化してインバウ 

ンドの誘客促進にさらに力を入れています。 
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３ 千葉市の動向 

（１）外国人延べ宿泊者数 

本市の外国人延べ宿泊者数は、国の施策等の影響により、2013 年から 2016 年まで右 

肩上がりで増加しました。2018 年時点では、本市宿泊者のうち５分の１が外国人となっ 

ています。 

千葉市延べ宿泊者数推移 

 

出典：千葉市「宿泊統計調査」 

 

（２）国籍別の外国人延べ宿泊者数 

  本市の 2018 年外国人延べ宿泊者数の国籍別割合では、第１位中国 34％、第２位台湾 

31％、第３位韓国 8％、そして香港 3%を合わせた東アジアで約 75%を占めています。 

 

千葉市延べ宿泊者数国籍割合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：千葉市「2018 年宿泊統計調査」 
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（３）エリア別の外国人延べ宿泊者数 

  2018 年の千葉市宿泊統計調査によると、本市に宿泊している外国人旅行者の約８割が 

海浜幕張駅及び千葉みなと駅の京葉線沿線に宿泊しています。 

これは、東京都内や東京ディズニーリゾート®への観光や、幕張メッセ等の MICE 参加 

が主要な目的であり、目的地への交通アクセスの良い京葉線沿線に宿泊していると推測 

されます。 

 

千葉市エリア別外国人延べ宿泊者の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：千葉市「2018 年宿泊統計調査」 

 

また、エリア別の国籍・地域割合を見ると、それぞれのエリアごとの特徴が読み取れ 

ます。 

本市における国際的なビジネス拠点でもある海浜幕張エリアは、台湾が第１位（36％） 

であり、他のエリアと比べて中国の割合が小さく、北米や欧州を含めた様々な国籍の旅 

行者が宿泊しています。 

千葉駅中心市街地エリアは、中国が第１位（42％）、続いて東南アジア諸国が 17%、 

台湾 12%、韓国９%。海浜幕張エリアと比較して台湾が低いものの、他の国籍の割合は 

ほぼ横並びです。 

千葉みなとエリアは、団体ツアーの受入れが多いホテルが立地しているため、中国・ 

台湾が９割以上を占めています。 

その他エリアは、中国が半数以上（52%）を占めるほか、香港からの宿泊者が多い（22%） 

状況です。 

 

 

 

 

※千葉市全体の延べ宿泊者数を

100%とした場合の数値 
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千葉市エリア別外国人延べ宿泊者割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：千葉市「2018 年宿泊統計調査」 

 

 

 

 

 

 

その他エリア 千葉みなとエリア 

千葉中心市街地エリア 海浜幕張エリア 
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（４）ＭＩＣＥ誘致の現状 

  2017 年の国際会議の開催件数は、全国では前年より 192 件増加の 3,313 件となり、 

６年連続過去最高を記録しています。本市は前年より 14 件増加の 57 件で、都市別ラン 

キングでは第 13 位となっています。 

世界全体の国際会議開催件数も増加しており、アジア諸国をはじめとした海外の有力 

国や国内外の他都市との誘致競争がさらに激化する見込です。 

なお、幕張メッセの来場者数は、2017 年には 700 万人を超え、各種の国際見本市が開 

催されるともに、閣僚級の国際会議や世界的なスポーツイベント等が数多く開催され、 

2017 年 12 月までに累計で約１億 6,808 万人が来場しています。 

また、レッドブル・エアレースを始めとした大規模イベント誘致は都市ブランディン 

グの向上にも寄与し、地域の特色を活かした MICE 戦略の１つとなっています。 

 

国際会議開催件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：日本政府観光局「2017 年国際会議統計」 

 

幕張メッセ来場者数の推移 出典：幕張メッセ 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

3,313 

57 

千葉市開催件数（件） 

日本合計開催件数（件） 

2013 年   2014年   2015年    2016 年   2017年 
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（５）これまでの市の取組（ムスリムインバウンド受入環境整備） 

  イスラム教を信仰する人々は、ムスリムと呼ばれています。ムスリム人口は、2015 年 

 時点で 17.5 億人と世界人口の約４分の１を占めており、2060 年には 30 億人まで増える 

ことが予想されています。海外旅行支出額についても、中国に次いで第２位と全体の消 

費額も大きく、今後も成長余地の大きい貴重な市場であると考えられています。 

  

 

宗教別人口（2015 年及び 2060 年予測） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：PEW RESEARCH CENTER「The Changing Global Religious Landscape」 

 

 

 

2016 年国籍別海外旅行支出額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

出典：THOMSON REUTERS「STATE OF THE GLOBAL ISLAMIC ECONOMY REPORT 2016/17」 
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   そこで、本市では、2013 年のマレーシアの訪日ビザ緩和などを契機として、ムスリ 

ム旅行者が本市を訪れた際に宗教的・文化的な習慣による不便を感じることなく、本 

市に安心して快適に滞在できるよう、ムスリム旅行者の食事（ハラール）や礼拝に対 

する習慣やニーズに合わせた環境整備を先進的に取り組んできました。 

その成果のひとつとして、「Japan Muslim Travel Index（JMTI）2017」による都 

道府県別ムスリムフレンドリー・ランキングでは、千葉県が東京都、大阪府、北海道 

に続いて第４位にランクインしています。 

   国においても、ムスリムに対する具体的な施策を関係省庁が連携して取りまとめ、 

  2018 年５月の「第 20 回観光戦略実行推進タスクフォース」において、「訪日ムスリム 

旅行者対応のためのアクション・プラン」を策定しました。本市においても、多様な 

宗教的、文化的習慣を有する旅行者への受入環境等の充実による「世界が訪れたくな 

る千葉」を実現するために、今後も継続した取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考≫千葉市ムスリムインバウンド受入環境整備の主な取組 

 ムスリムおもてなしマップの作成（2018 年第４版発表） 

 ムスリム対応セミナーの開催 

 ムスリマ（イスラム教徒の女性）向け美容室の展開 

 2018 年マレーシア留学生スポーツ大会の開催誘致  

 マレーシアからの教育旅行ホームステイ受入支援 
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第３章 訪日外国人市内動向調査の結果・分析 

本市では、本市を訪れる訪日外国人旅行者の動向や観光消費額等の動向を把握するた 

めに、2018 年度に本市を訪れた外国人旅行者を対象に対面アンケートを実施しました。 

 

１ 概要 

（１）調査概要 

 

調査目的 

・訪日外国人の市内での消費喚起を図るために、来街者アンケート調査を 

実施し、本市を訪れる観光客の動向や観光消費額等を的確に把握する。 

・調査結果に基づき、訪日外国人の観光消費動向についての分析を行い、 

本市インバウンド観光戦略プランの基礎資料とする。 

調査方式 調査員による対面聞き取り調査 

調査地点 千葉駅周辺、千葉みなと駅周辺、海浜幕張駅周辺、蘇我駅周辺 

調査対象 

・千葉市を訪れている訪日外国人（日本在留外国人は除く）で、千葉市に 

おける目的を完了した者（千葉市に来たばかりの来訪者は対象外） 

・90 日以内の短期滞在者（観光、ビジネス、親族・知人訪問等） 

調査言語 英語、中国語（簡体字及び繁体字）、韓国語 

実査期間 

2018 年～2019 年の下記合計 24 日間 

【Ⅰ期】６月７（木）、８（金）、９（土）、10（日）、11（月）、12（火）、13

（水）、21（木） 

【Ⅱ期】９月 12（水）、15（土）、20（木）、23（日） 

【Ⅲ期】11 月７（水）、10（土）、14（水）、18（日）、21（水） 

【Ⅳ期】１月 10（木）、11（金）、13（日）、16（水）、18（金）、20（日）、23（水） 

サンプル数 1,715 サンプル（千葉エリア 350、幕張エリア 1,363、その他２） 

調査委託 株式会社サーベイリサーチセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

２ 調査結果 

（１）千葉市を訪れる訪日外国人旅行者の特徴 

ア 国籍・日本での滞在日数 

 

  

 

 

 

■国籍               ■日本での滞在日数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 訪日回数・千葉市訪問回数 

 

 

 

 

 ■訪日回数             ■千葉市訪問回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆国籍は、「台湾」が最も多く 22.9%、次いで「中国」20.6%、「香港」16.9%と 

中華圏３か国で 60.4%を占めています。 

◆日本での滞在日数は「５～７日」が 47.5%で最も多いです。 

◆訪日回数は、「１回目」が最も多く 32.3%。「10 回目以上」のヘビーリピータ 

ーも 17.3%を占めています。 

◆千葉市訪問回数は、「１回目」が 67.8%と最も多い結果となっています。 

9
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ウ 千葉市訪問目的・旅行形態 

  

 

 

■千葉市訪問目的            ■旅行形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 千葉市訪問直前・直後の訪問地 

  

 

 

 

 

■訪問直前              ■訪問直後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆千葉市訪問直前の訪問地は、「東京都内」が 56.4%。「空港・海港（入国）」は 21.9% 

を占めています。 

◆千葉市訪問直後の訪問地は、「東京都内」が 55.3%。「空港・海港（出国）」は 24.8% 

を占めています。 

◆千葉市訪問目的は、「観光・レジャー」が 78.3%を占めています。 

◆旅行形態は、「個人手配」が 78.5%を占めています。 

観光・レジャー

78.3%

業務・ビジネス

10.7%

イベント

4.7%

親族・知人訪問

3.3%

その他

3.1% 団体ツアー

14.9%

エアホテル

（個人パック）

6.6%

個人手配

78.5%

空港・海港

（入国）

21.9%

東京都内

56.4%

千葉県内

13.5%

その他

8.2% 空港・海港

（出国）

24.8%

東京都内

55.3%

千葉県内

11.4%

その他

8.5%
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オ 千葉市内泊数・利用した宿泊施設の種類 

  

 

 

■市内泊数            ■利用した宿泊施設の種類  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）訪日外国人１人あたりの千葉市内旅行支出 

ア 調査地点・国籍・訪問目的別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆千葉市内宿泊率は、48.2%を占めています。 

◆利用した宿泊施設の種類は、「ホテル（洋室中心）」が 82.6%を占めています。 

 

◆訪日外国人１人あたりの千葉市内での旅行支出は平均 37,885 円。エリア別で差 

が見られ、千葉エリアでは支出額が平均 58,828 円。幕張エリアでは平均 32,999 

円となっています。 

◆国別では、最も支出が多いのは「中国」で平均は 59,023 円。買物代の平均も最 

多で唯一の４万円台となっています。 
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(%)

n=826 82.6 7.4 4.8 2.3 1.5 1.0 0.2 0.1 1.1 0.0

82.6

7.4 4.8 2.3 1.5 1.0 0.2 0.1 1.1 0.0
0%

20%

40%

60%

80%

訪日外国人 千葉市内滞在中 1人当たり費目別旅行支出 （円/人）

N 総額 宿泊費 飲食費 交通費
娯楽等

サービス費
買物代 その他

1,175 37,885 6,482 5,560 3,333 608 21,849 53

千葉エリア 223 58,828 15,269 6,876 7,135 1,184 28,247 117

幕張エリア 951 32,999 4,428 5,256 2,442 473 20,361 38

台湾 283 34,170 5,371 5,514 2,337 314 20,521 113

香港 201 31,304 5,130 3,582 2,291 704 19,598 0

中国 242 59,023 7,538 6,533 2,907 460 41,481 103

＊東アジア計 757 40,967 6,029 5,271 2,578 460 26,553 75

＊東南アジア計 189 28,966 4,961 4,611 3,249 400 15,745 0

＊ヨーロッパ計 76 22,849 5,177 6,640 4,874 663 5,495 0

＊北米計 79 46,192 11,118 8,602 7,839 1,919 16,645 70

観光・レジャー 951 37,099 5,605 4,621 3,222 595 22,990 66

業務・ビジネス 113 53,653 15,340 13,201 3,340 247 21,525 0

※極端な高額回答等は除外、全費目において金額不明がないサンプルのみ（0円含む）

全体

調査地点

国籍

千葉市

訪問目的
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 イ 宿泊有無別・宿泊数別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 観光庁調査との比較 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆千葉市内滞在中１人あたり市内支出総額を「千葉市内宿泊有無」でみると、宿 

泊者平均 59,783 円、非宿泊者平均 22,275 円で 37,500 円以上の差がみられます。 

◆「千葉市内泊数」でみると、泊数が増えるにつれて消費金額も増えています。 

費目別でみると、「宿泊費」「飲食費」は宿泊有無や宿泊数による差が顕著です。 

◆「買物代」は宿泊有無や宿泊数の影響が他の項目と比べて少なく、宿泊２泊以 

上ではほとんど差がみられません。 

◆千葉市内滞在中１人当り旅行支出の費目別構成比をみると、買物代が 57.7%を 

占めています。観光庁 2017 年年間値（全国平均）と比較すると、宿泊費（千葉 

市 17.1%、全国 28.2%）と買物代（千葉市 57.7%、全国 37.1%）で大きな差が 

みられます。 
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エ 費目別購入率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※費目別購入率：その費目を購入した人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆調査地点別で購入率に差が見られるのは「宿泊費」で、千葉エリア（68.6%）と

幕張エリア（24.9%）との間には 40 ポイント以上の差がみられます。また、購

入率ではなく費目別の支出額の平均額を比べると、全ての費目別で千葉エリア

が幕張エリアを上回っています。 

◆国籍別では、「買い物代」の購入率が高い国・エリア（東アジア・東南アジア） 

で「娯楽サービス費」の購入率が相対的に低く、「買い物代」の購入率が低い国・ 

エリア（ヨーロッパ・北米）で「娯楽サービス費」の購入率が相対的に高い傾 

向がみられます。 
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オ 千葉市内滞在中にしたこと（観光消費） 

 

 

 

 

 

 

  

■千葉市内滞在中にしたこと（買い物・飲食）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■千葉市内滞在中にしたこと（娯楽・観光・体験）  

 

  

◆買い物・飲食では、「ショッピング」「日本食を食べる」は半数以上が回答。 

食事関連では「寿司・刺身」・「ラーメン」の人気が高いです。また、千葉市内 

宿泊率の低さもあり、夜の飲食に関連する事項（「日本酒・焼酎」「居酒屋」「ナ 

イトスポット」）の回答率は２～５%台と低くなっています。 

◆娯楽・観光・体験は、回答率が全体的に低く、最も高い「イベント参加」でも 

8.0%となっています。 

最も高い「イベント参加」でも８％ 
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（３）観光に関する評価 

ア 総合満足度   

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆千葉市訪問の総合満足度は「大変満足」が 32.2%、「満足＋やや満足」が 63.8% 

と、96.0%が「満足」と回答。「不満」は 0.2%となっています。 

◆宿泊者の「大変満足」の回答率は 42.5%で、非宿泊者（22.7%）と比べて 19.8 

ポイント高い結果となっています。 

◆宿泊者の中でも宿泊数が多くなるほど、「大変満足」の回答率は増加しています。 

42.5 

22.7 

22.7 

28.4 

39.2 

46.2 

50.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

千葉市内宿泊者 (n=826)

千葉市内非宿泊者 (n=889)

千葉市内0泊(非宿泊) (n=889)

千葉市内1泊 (n=148)

千葉市内2泊 (n=237)

千葉市内3泊 (n=145)

千葉市内4泊以上 (n=296)

大変満足 満足＋やや 普通 不満計（やや＋不満＋大変）

32.2 63.8 3.8 0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=1,715)

大変満足 満足＋やや 普通 不満計（やや＋不満＋大変）
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43.6

43.1

42.5

37.7

35.9

41.8

38.4

28.3

33.5

28.3

27.3

36.6

26.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

宿泊「大変満足」と回答

飲食「大変満足」と回答

移動(交通)「大変満足」と回答

娯楽サービス「大変満足」と回答

観光名所「大変満足」と回答

買い物「大変満足」と回答

Wi-fi環境「大変満足」と回答

イ 各項目満足度［体験者ベース］ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 各項目満足度・宿泊有無別［体験者ベース］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

  

◆千葉市観光に関する満足度聴取７項目を各項目ごとの体験者ベースでみると、

「大変満足＋満足＋やや満足」が 90%を超えているのは「宿泊」「移動（交通）」

「買い物」の 3 項目で、中でも「宿泊」は「大変満足」が 43.6%で、唯一 40%

を超えています。 

◆「観光名所」「娯楽サービス」は「普通」「不満」の合計が 15%を超えています。 

◆「Wi-Fi 環境」は「不満」が 3.6%で、7 項目の中では最も多くなっています。 

◆千葉市内宿泊者の「大変満足」の回答率が最も高かった項目は「宿泊」で 43.6%。

次いで「飲食」43.1%、「移動（交通）」42.5%、「買い物」41.8%。 

◆各項目で「大変満足」と回答した人を千葉市内宿泊者と非宿泊者で比較すると、

宿泊者が非宿泊者を 10 ポイント以上上回った項目は「飲食」「Wi-Fi 環境」と

の結果となっています。 

43.6 

36.5 

38.0 

33.6 

32.1 

39.2 

33.3 

47.8 

52.2 

53.8 

50.1 

50.2 

52.4 

44.9 

7.5 

10.5 

7.0 

15.5 

16.7 

7.7 

18.2 

1.0 

0.7 

1.3 

0.8 

1.0 

0.6 

3.6 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宿泊 (n=826)

飲食 (n=1,380)

移動(交通) (n=1,525)

娯楽サービス (n=1,104)

観光名所 (n=1,117)

買い物 (n=1,566)

Wi-fi環境 (n=1,132)

大変満足 満足＋やや 普通 不満計（やや＋不満＋大変） 無回答
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エ 再訪意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆宿泊者の「必ず来たい」回答率は 38.3%で、非宿泊者 25.4%と比べて 12.9 

ポイント高い結果となっています。総合満足度と同様、宿泊日数が上がるほど、 

再訪意向の上昇がみられます。 

31.6 58.3 8.9 1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=1,715)

必ず来たい 来たい＋やや 何ともいえない 来たくない計（あまり＋来たくない＋絶対）

38.3 

25.4 

25.4 

31.1 

31.2 

37.9 

47.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

千葉市内宿泊者 (n=826)

千葉市内非宿泊者 (n=889)

千葉市内0泊(非宿泊) (n=889)

千葉市内1泊 (n=148)

千葉市内2泊 (n=237)

千葉市内3泊 (n=145)

千葉市内4泊以上 (n=296)

必ず来たい 来たい＋やや 何ともいえない 来たくない計（あまり＋来たくない＋絶対）
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オ 観光資源評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■千葉市観光資源 認知状況・訪問経験／興味度／訪問・再訪意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■千葉市観光資源 訪問・再訪意向「必ず行きたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆千葉市の観光資源に対する認知状況・訪問経験／興味度／訪問・再訪意向は、

全ての項目において「三井アウトレットパーク幕張」の数値が突出しています。 

◆訪問・再訪意向は、いずれの観光資源においても「認知なし」よりも「認知あ

り」の方が高く、「訪問経験なし」よりも「訪問経験あり」の方が高い結果となっ

ています。また、各施設に対してそれぞれ訪問・再訪意向のある人のうち、「訪問

経験あり、必ず行きたい」人が 20%を超えて出現しているにも関わらず、「訪問経

験無し認知あり」が現在 11%以下でかつ「訪問経験あり」と「訪問経験なし認知

あり」の差が倍以上あるものは、「ZOZO マリンスタジアム」「千葉都市モノレー

ル」「工場夜景」「ホキ美術館」が挙げられる。 

Z
O
Z
O

マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

見
浜
園

三
井
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト

パ
ー

ク
幕
張

千
葉
モ
ノ
レ
ー

ル

千
葉
市
動
物
公
園

工
場
夜
景

千
葉
城

ホ
キ
美
術
館

全体 (n=1,715) 8.2 7.6 32.0 9.7 10.6 6.7 11.5 6.5 (%)

※訪問・再訪意向で「必ず行きたい」と回答した人

6.1 6.3
8.7

7.1 8.1
5.6

10.5

5.5

10.4 10.7 

18.6 

10.4 

17.7 

9.5 

14.9 

9.2 

29.8 

21.6 

40.7 

27.4 
25.7 

23.1 

17.0 

24.4 

0%

10%

20%

30%

40%

認知なし 訪問経験なし認知あり 訪問経験あり

(%)

(n=1,715) 

Z
O
Z
O
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

見
浜
園

三
井
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
パ
ー

ク
幕
張

千
葉
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ノ
レ
ー

ル

千
葉
市
動
物
公
園

工
場
夜
景

千
葉
城

ホ
キ
美
術
館

認知あり 22.9 19.0 79.3 29.4 22.8 17.1 21.2 16.5
訪問経験あり 5.5 4.3 69.9 9.8 4.3 3.0 5.1 2.6

興味度「大変興味がある」 11.1 10.4 44.6 12.8 13.0 10.2 16.7 8.5

訪問・再訪意向
「必ず行きたい」 8.2 7.6 32.0 9.7 10.6 6.7 11.5 6.5
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カ 千葉市観光推奨度（NPS ※注） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ＮＰＳ（ネットプロモータースコア） 

  0～10 点の 11 段階評価のうち、“10･9”を「推奨者」、“8･7”を「中立者」、“6以下”を「批判者」とし、 

「推奨者」の割合から「批判者」の割合を除して求めた値。 

 

  

◆千葉市観光推奨者の割合は 46.8%、中立者は 26.7%、批判者は 26.5%であり、 

千葉市観光推奨度（NPS）は 20.3 となります。 

◆訪問目的別では、「業務・ビジネス」「観光・レジャー」の NPS が相対的に高い

です。「親族・知人訪問」は、推奨者率は 50.0%と半数に達していますが、批判

者も 37.5%と高く、NPS は 12.5 にとどまります。 

◆千葉市内宿泊有無別では、「宿泊者」の NPS が 33.5 に対し、「非宿泊者」は 

8.1 と大きな開きがあり、“宿泊”が NPS を高める重要な要素であることがう 

かがえます。 

◆宿泊者の「必ず来たい」回答率は 38.3%で、非宿泊者 25.4%と比べて 12.9 ポイ 

ント高いです。総合満足度と同様、宿泊日数が多くなるほど、再訪意向も増加

している結果となっています。 
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（４）千葉市に関する観光情報の入手で役立ったもの 

  ア 出発前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 市内滞在中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆出発前情報で役立ったものを複数回答で聴取したところ、「SNS」が最も多く 

21.8%。次いで「旅行会社ホームページ」18.7%が続きますが、総じて旅行体験 

者が発信するクチコミ情報（人伝）が強く、「自国の親族・知人」17.1%、「個人 

のブログ」16.6%、「日本在住の親族・知人」12.4%、「クチコミサイト」11.3% 

が上位にランクインし、それらの合計は 57.4%となります。 

◆千葉市滞在中に市内情報を得るのに役立ったものを複数回答で聴取したところ 

、「インターネット（スマートフォン）」が 45.7％と最も多いです。 

次いで、「空港の観光案内所」19.0%、観光案内所（千葉駅、海浜幕張駅）15.3% 

と続き、観光案内所の合計は 34.3%となり、旅の途中の情報提供機能が一定以 

上の支持を得ていることがわかります。 
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ウ 千葉市滞在中にあったら便利だと思ったもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆千葉市滞在中にあったら便利だと思った千葉市の情報を複数回答で聴取した 

ところ、「無料 Wi-Fi」が 40.2%と最も多く、僅差で「交通手段」39.5%という 

結果となっています。 
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（５）調査地点別の特性（千葉・海浜幕張） 

 

（５）調査地点別の特性（千葉・海浜幕張） 
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せ 
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３ 千葉市のインバウンドを取り巻く環境の整理（ＳＷＯＴ分析） 

 

 

 機 会（Opportunities） 脅 威（Threats） 

外 

部 

環 

境 

分 

析 

・観光立国に向けた国及び県のインバウンド 

観光施策の推進 

・訪日外国人旅行者の増加 

・団体旅行から個人旅行へのシフト 

・2020 年東京オリンピック・パラリンピック 

の開催 

・成田空港の機能拡張、LCC シェア拡大 

・通信環境の高度化等、ICT の進展 

・観光ニーズの多様化（体験型観光ニーズの 

強まり） 

 

・政治的な緊張による国際交流停滞の懸念 

・地震などの自然災害の発生 

・訪日旅行者の国籍の偏り 

都内や市外のホテル新規開業・増床 

国内外の観光地との競合激化 

・羽田空港の国際線利用者増加 

 

 強 み（Strengths） 弱 み（Weaknesses） 

内 

部 

環 

境 

分 
析 

首都東京や成田空港へのアクセスの良さ 

・千葉県の県都であること 

・幕張メッセや大規模イベントの存在（P14） 

充実した宿泊施設があり、県内において訪 

日外国人延べ宿泊者数が多い（P10） 

・ムスリム受入環境整備の先進的取組み 

（P15､16） 

・「三井アウトレットパーク幕張」の集客力 

（P27） 

・千葉エリアにおける高い評価（総合満足度、 

再訪意向、NPS）（P31） 

・稲毛海浜公園リニューアル整備、JFA 夢 

フィールド等の新規オープン 

外国人からは東京（首都圏）の一部とみな 

されており、「千葉」の認知度が低い 

米国・ヨーロッパからの旅行者がアジア 

 からの旅行者と比べて多くない 

（P11、P18） 

・ホテルの稼働率が高く、新たな需要を受入 

れる余力が少ない 

・夜の飲食に関する体験率が低い（P23） 

・宿泊費や飲食費の消費金額が低い 

（P20､21） 

・娯楽サービス費の消費金額が低い 

（P20、21、22） 

千葉市内観光資源の認知率が低い（千葉市 

を代表する観光のイメージが無い） 

 

 ＳＷＯＴ分析のとおり、本市は全国有数の「強み」に恵まれているものの、さまざま 

な「弱み」の克服が課題となっています。「強みを伸ばす・機会を生かす」・「弱みを克服 

する・脅威を機会に変える」という２つの観点で、今後の本市インバウンド観光振興を 

推進するための方向性や取組について、次の章で整理します。 
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第４章 プランの目標 

 これまでの本市を取り巻くインバウンド観光の現状分析から抽出された結果を踏まえ、

本プランでは、次の目標像と目標値（ＫＰＩ）を掲げることとします。 

 

１ 目標像及び目標値 

（１）目標像とコンセプト 

  

 ●目標像 ～本プラン終了時に千葉市が目指すべき姿～                        

ＭＯＲＥ ＮＩＧＨＴＳ，ＭＯＲＥ ＤＥＬＩＧＨＴＳ. ＣＨＩＢＡＣＩＴＹ 

～泊まった翌朝、新たな感動 千葉市～ 

●コンセプト（2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた千葉市行動計画より）         

千葉市の魅力を高め、集客・宿泊を最大化する 

 

（２）目標値（ＫＰＩ） 

 本プランの達成状況を明確にするために、目標値（ＫＰＩ）を設定します。 

 

※把握方法：千葉市宿泊統計調査 

 

２ 目指すべき方向性と施策の概要 

 目標像と目標値の達成に向けて、以下の方向性と施策に基づき、取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 現状（2018 年 1~12 月） 目標値（2020 年） 

外国人延べ宿泊者数 505,741 人泊 100 万人泊 

目標像 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ 

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
， 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

方向性 施策 

【取組１】本市の優位性を活かした海外プ

ロモーションの展開 

【取組２】外国人の視点から見た訴求力の

あるコンテンツの活用 

【取組３】ストレスフリーで滞在できる環

境づくりの推進 

【取組４】本市の強みを活かしたＭＩＣ

Ｅ・大規模イベントの誘致 

【取組５】マーケティング・リサーチの 

強化 

より多くの訪問者を獲得

するための「千葉市」 

認知率向上 

クチコミ拡散したくなる

「感動体験」の提供 

市内での宿泊推進 

ターゲット国の選定と 

これにあわせたプロモー

ションの展開 

ターゲットを選定する 
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第５章 インバウンド推進のための方向性と施策 

１ 目指すべき４つの方向性 

本市が海外から多くの外国人旅行者を誘致していくために、調査結果を踏まえて、目 

指すべき方向性について、以下のように整理します。 

 

■方向性１ より多くの訪問者を獲得するための「千葉市」認知率の向上 

  千葉市内の各観光資源訪問意向（P.27 オ参照）において、「必ず行きたい」と回答した 

 人の割合は、『認知なし＜認知あり訪問経験なし＜訪問経験あり』となっており、訪問者 

 数を増やすためには、それら千葉市の観光資源についての数字の差などを分析・考察し、 

 さらなる認知率の向上を目指すことが重要です。 

 

■方向性２ クチコミ拡散したくなる「感動体験」の提供 

  出発前に役立った情報源はクチコミが上位であった（P.29 ア参照）ことからも、本市 

の訪問経験者の推奨度合いが次訪問者の行動決定の重要な要因となっています。 

そのため、訪問者の満足度を上げることが、その後の『訪問経験者の推奨行動⇒クチ 

コミ拡散（SNS 等）⇒非認知者の認知きっかけ⇒訪問先決定⇒訪問』に繋がるため、来 

訪者が「来てよかった」「また来たい」「人に薦めたい」と思うような、心に残る“感動 

体験”の提供が望まれます。また、滞在中に役立った情報収集ツールは、「スマートフォ 

ン」が 45.7%（P.29 参照）で他を引き離して最も多かったことから、本市の情報を発信 

するモバイルサイトの充実、ストレスフリーな Wi-Fi 環境の整備も求められます。 

 

■方向性３ 市内での宿泊推進 

  方向性２の満足度を上げるための施策のひとつとして、『市内での宿泊推進』が挙げら 

れます。千葉市内での宿泊有無により、「総合満足度」「再訪意向」「NPS」に顕著な違い 

が見られたことから、市内宿泊を促す施策は有効と考えられます。 

また、宿泊者の中でも泊数が多いほど、総合満足度・再訪意向・NPS が高くなる傾向 

のため、連泊を促す取組が必要となります。 

千葉市内での支出総額においても、宿泊者（平均 59,783 円）と非宿泊者（平均 22,275 

円）とでは明らかな消費金額の差が認められる点からも、市内宿泊の推進は今後の重要 

な課題です。そのためには、市内に宿泊するための理由（楽しみ）が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問者増大サイクル 
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■方向性４ ターゲット国の選定とこれにあわせたプロモーションの展開 

  訪日外国人市内動向調査の結果を基にして、「NPS」（11 段階評価）と「千葉市内での 

支出総額」「千葉市再訪意向の有無」のそれぞれを軸とした 6 象限に各回答者を当てはめ、 

本市がプロモーションを行うターゲット国を選定しました。 

 

 ア 「NPS」×「千葉市内支出総額」（収益指標：千葉市内支出 4 万円以上※） 

※設定根拠：千葉市内での支出総額平均が 37,885 円であることから、金額の区分けは平均より上、 

かつ区切りのよい値として、『4 万円以上』『4 万円未満』と設定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.5 

22.4 

8.9 

8.3 
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14.1 
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台湾

香港

米国

フィリピン

タイ

オーストラリア

マレーシア

カナダ

その他

◆推奨者かつ支出金額も多い、千葉市に利益をもたらす存在（エンジェル）は全 

体の 16.3%。 

◆全エンジェルの国籍内訳は、中国 25.5%、台湾 22.4%の 2 か国で 5 割近くを占 

める。上位国は東アジアの中華圏 3 か国（中国・台湾・香港）、アメリカ、フィ 

リピン、タイ、オーストラリア、マレーシア、カナダ等。 



37 

 イ 「NPS」×「千葉市再訪意向」（収益指標：再訪意向「必ず来たい」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ ターゲット国の選定  

   本市が今後積極的にプロモーションを展開していくに相応しいと思われるターゲッ 

  トを、ア・イの結果とこれまでの本市の取組を踏まえ、以下のように整理します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.3 

18.2 

10.1 8.9 
7.8 

4.1 

3.5 

3.0 

23.0 

台湾

中国

香港

米国

フィリピン
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オーストラリア

インドネシア

その他

◆推奨者かつ再訪意向で「必ず来たい」と回答した、リピーターとして再訪意向 

の高い、千葉市に利益をもたらす存在（エンジェル）は全体の 23.0%。 

◆全エンジェルの国籍内訳は、台湾 21.3%、中国 18.2%、香港 10.1%に続き、 

アメリカ、フィリピン、タイ、オーストラリア、インドネシア等。 
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２ 方向性から導かれる５つの施策 

 

施策１ 本市の優位性を活かした海外プロモーションの展開 

成田空港と首都東京の中間に位置し、房総半島への交通結節点でもある本市の立地優位

性と東京 2020 オリンピック・パラリンピックの開催効果を最大限に活用するために、海外

でのプロモーションや SNS・メディア等による情報発信の強化を図ります。 

 

■プロモーションの手法 

ア 東京ブランド（Greater Tokyo、Around Tokyo、Tokyo Bay Area等）の活用 

観光エリアを広域的視点でとらえ、本市も首都圏の一角という立地優位性を活か 

し、「TOKYO」という強力なブランドを活用した戦略的な誘客活動を展開します。 

 

イ 房総半島の滞在拠点として、千葉県の県都であるポジショニングの活用 

   外国人旅行者は日本人旅行者に比べて移動範囲が広く、目的が合えば広域での観 

  光を選択する傾向があることから、千葉県や県内市町村との広域連携によるプロモ 

ーションや官民一体となった情報発信と商談機会の創出を図ります。 

 

ウ ターゲット国に合わせたプロモーションの展開 

現在、既に外国人延べ宿泊者数が多い「中国」・「台湾」といった既存市場に加え、 

これからの成長市場とされる東南アジアのムスリム国として、ムスリム受入環境整 

備が進むにつれて拡大が予測される「マレーシア」・「インドネシア」に対して、積 

極的なプロモーションを展開します。 

さらに、コト体験志向が強く、長期滞在の割合が高い「アメリカ」や「オースト 

ラリア」といった新たな市場へのプロモーションも試みます。 

 

国・地域 ポジショニング 

中国 訪日外国人観光客数第１位、ショッピング重視 

台湾 訪日リピーター多い、プロ野球を活用したプロモーション 

マレーシア、インドネシア 東南アジアからのムスリム旅行者 

アメリカ、オーストラリア コト体験志向、長期滞在型 

 

 

■主な取組 

・海外における観光プロモーション（旅行博、商談会への参加） 

・幕張メッセで開催されるオリンピック・パラリンピック競技及び来場者の国籍等に 

 あわせたプロモーション 

・訪日旅行前（旅マエ）旅行者にむけたメディアプロモーションの実施 

・訪日旅行中（旅ナカ）旅行者にむけた東京都内・成田空港等でのＰＲ 

・千葉県、県内外の自治体・関係団体との連携による外客誘致促進 

・官民一体となった海外への情報発信と商談機会の創出 

・海外からの教育旅行等の受入支援 
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施策２ 外国人の視点から見た訴求力のあるコンテンツの活用 

観光名所を巡る従来型の観光ではなく、アニメの聖地や映画のロケ地のように特定のコ

ンテンツに魅せられて、その地を訪れるテーマ別観光への取組も注目されています。この

ようなコンテンツを活用し、ＳＮＳ等を使った効果的な情報発信を行い、外国人旅行者の

本市での滞在時間の延長を推進します。 

 

■主な取組 

・海辺や里山をはじめとした地域資源の活用、ＰＲ 

・千葉都市モノレールと連携した訪日客プロモーションの実施 

・プロ野球をはじめとしたプロスポーツ等を活用したスポーツツーリズムの推進 

・映画・ドラマ・アニメ等を通じて千葉市の魅力を伝えるロケツーリズムの推進 

・ショッピングやグルメ、文化など都市型観光の充実及び誘客プロモーション 

・県、市の物産品等の販路拡大と連携したプロモーション 

 

 

 

 

施策３ ストレスフリーで滞在できる環境づくりの推進 

本市が滞在したい都市として多くの外国人旅行者に選ばれるように、官民連携により、

無料 Wi-Fi 環境の利用促進や情報提供、市内事業者の多言語対応による情報発信及びキャ

ッシュレス決済環境の改善をはじめとした受入環境の充実に取組みます。 

特に、今後増加が見込まれるムスリム旅行者が訪れた際に宗教的・文化的な習慣による

不便さを感じることがなく安心して快適に本市に滞在できるように、ムスリム旅行者の食

事（ハラール）や礼拝に対する習慣やニーズに対応する環境整備を推進します。 

また、今後の訪日外国人旅行者の増加にむけて、市内事業者や市民等のインバウンド受

入に対するおもてなし機運の醸成を図ります。 

 

■主な取組 

・多言語対応による情報発信とストレスフリーな環境整備の推進 

・ムスリム旅行者受入環境整備、食のダイバーシティ対応の推進 

・市内事業者の外国人観光客受入環境整備等の支援 

・外国人旅行者のための観光情報ウェブサイトによる発信（千葉市観光ガイド） 

・2020年東京オリンピック・パラリンピック開催を契機とした、外国人観光案内所 

の機能充実 

・外国人旅行者向け観光ボランティアガイドの育成、活躍の場の創出 

・民間事業者・市民等の観光産業への参入促進、機運醸成 
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施策４ 本市の強みを活かしたＭＩＣＥ・大規模イベントの誘致 

 グローバルＭＩＣＥ都市である本市の強みを最大限に活かすため、千葉県やちば国際コ

ンベンションビューロー、幕張メッセ、宿泊施設、旅行代理店等のステークホルダーと連

携し、積極的な ＭＩＣＥ誘致活動や主催者のニーズに即した国際会議の受入支援やアフタ

ーＭＩＣＥの充実を図ります。また、大規模イベントと連携したＰＲを実施し、本市の知

名度向上及び来場者誘致を図ります。 

 

 ■主な取組 

・補助制度を始めとする支援メニューの充実と新たな誘致制度の創設 

・ＭＩＣＥ開催及びアフターＭＩＣＥにかかる主催者への各種支援 

・幕張メッセや大規模イベントと連携したプロモーション 

 

 

 

 

施策５ マーケティング・リサーチの強化 

定期的に外国人旅行者の動向やニーズを把握し、分析を行います。また、収集した情報

は積極的に公開し、観光に対する理解促進や観光産業の育成に繋げていきます。 

 

■主な施策 

・国や観光情勢の的確な分析に基づくプロモーションの展開 

・世界最大の旅行サイト「TripAdvisor®」等のクチコミ分析と観光施策への反映 

・訪日外国人市内動向調査の定期的な実施・分析 

・千葉市海外インバウンドツーリズム推進協議会の実施 
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第６章 推進体制 

 本プランを効果的に推進し、成果に結びついていくためには、市、観光協会、商工会議

所、関係団体、民間事業者や市民等、多様な主体が連携するとともに、関係者間の役割分

担の整理をしながら総合的な取組を進めていくことが望まれます。 

また、本市では官民が一体となってインバウンド誘致に取り組む「千葉市海外インバウ

ンドツーリズム推進協議会」も組織されており、外国人旅行者を市内へ集客し、市の経済

効果を上げるための取組を検討、実施していきます。 

 

 

（参考）千葉市海外インバウンドツーリズム推進協議会 

【設置】2013 年設置 

【主な構成員】 

  千葉県、千葉県観光物産協会、千葉県バス協会、日本旅行業協会千葉支部、日本貿 

易振興機構、千葉市観光協会、千葉市国際交流協会、千葉商工会議所、ちば国際コン 

ベンションビューロー、日本アジアハラール協会、メイドインジャパン・ハラール支 

援協議会、フードダイバーシティ、千葉美容事業協同組合、千葉銀行、幕張メッセ、 

イオンリテール、そごう・西武 等 
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